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https://blog.theshare.info/system/talk-to-the-city/
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	テーマ：三方よしの行政に近づくために ― 県庁が「より気づける組織」として進化するには 
	【1】自己紹介：滋賀で“翻訳と共創”の現場に立ち続けて 
	【2】問題提起：県庁は「より気づける組織」へ：住民と政策をつなぐ“感度”をどう育てるか？ 
	【3】現場の実践から見えたヒント：「翻訳と熟議」のプロセス 
	【4】“構造化する技術”としてのデジタル民主主義 
	【5】滋賀での実践可能性：モデルの具体化 
	【6】滋賀での実践可能性、もう一歩先へ：子ども・若者が政策を“選ぶ”経験を 
	【7】越境する職員たちと、新しい公務のあり方 
	【8】まとめと呼びかけ：「三方よしの行政」を本気で実装するために 


